
対象者

日 程
■開催日

12月20日（木）

～12月22日（土）

（期間中毎日出発）

■集合場所・時間

①阪神尼崎駅

8時50分

②丹寿荘

10時20分

■就職説明会と

施設見学

【昼食】

■たんば暮らし相談会

■終了時間

17時30分

（現地 16時）

丹寿荘では、利用者本位で質の高いサービス提供や当
施設が持つ高齢者支援に関するノウハウを地域に発進す
るなど、地域に愛され地域に開かれた施設運営を行って
います。
また、平成31年1月（予定）から定期巡回・随時対応

型訪問介護看護事業を開始し、地域で暮らす高齢者の皆
様の安全安心に取り組みます。

介護予防からターミナルまで～地域に開かれ、地域とともに歩む施設～

申込方法・お問合せ
申込方法：裏面「参加申込書」に必要事項を記載の上、メール又はＦＡＸで送付

して下さい。（郵送も可）

「六つの里」の個性と魅力がひびきあう
新生・丹波市スタイル

暮らしの「かたち、人情、風景」。

適度に便利、都会でもなく極端な田舎でもない明るい
ふるさとー 丹波市。「六つの里」のそれぞれの個性を
認め合い大切にしながら、個性豊かな「新しい都」を目
指しています。

丹波への移住を考える皆様を支援するため、丹波市では
様々な取り組みを実施しています。

○移住相談窓口「たんば“移充”テラス」

○丹波市移住ポータルサイト Turn Wave の運営

○住まいるバンク（空き家バンク）

○定住促進住宅（家賃 5万円/月）

締 切：平成30年12月13日(木)必着

お問合せ：社会福祉法人兵庫県社会福祉事業団事務局総務部

Tel:078-929-5655(代表) Fax:078-929-5688

mail:saiyo@hwc.or.jp URL:http://www.hwc.or.jp

次の①、②のいずれにも該
当する方及びそのご家族

①丹波市への移住・定住を

考えられている方

②高齢者施設での就労に関

心のある方

※集合場所までの交通費

及び昼食代は各自負担

です。

（URL： http://teiju.info/ ）

丹波市内で高齢者福祉施設、障害児・者施設、児童養護施設、
認定こども園等を運営する法人のネットワークです。
「ほっとかへんネット丹波」では、よろずおせっかい相談所

として、福祉にかかわる相談だけでなく福祉施設への就労につ
いても相談を受付けています。
ほっとダイヤルでは、電話相談も受付中。



内容(予定)

■8時50分

阪神尼崎駅 集合 → バスに乗車

■9時00分～10時20分

移動 → 会場に到着

会場 社会福祉法人兵庫県社会福祉事業団

高齢者支援施設 丹寿荘

■10時30分～12時30分

就職説明会・施設見学

■12時30分～13時00分

移動 → 食事会場に到着

■13時00分～14時00分

昼食

※昼食代は各自負担となります。

■14時00分～16時00分

丹波市への移住・定住の説明・相談会

◎住まい、暮らし、子育て、地域とのお付き合

いなど、相談員が応じます。

■16時00分～17時30分

移動 → 阪神尼崎駅に到着・解散

参加申込書

■お名前

■ご住所

■ご連絡先

○お電話番号

○メールアドレス

■参加希望日※希望日に○をしてください。

12/20(木) ・ 12/21(金) ・ 12/22(土)

■ご質問など、ご自由にご記載ください

※上記の個人情報については、本事業以外の目的で使用す

ることはありません。

※国内旅行傷害保険に加入しますので、お申し込み後、ご

記入のメールアドレス宛、お問合せさせていただきます。

※キッズスペースをご用意しています♪

◎丹波市内の高齢者施設の概要紹介

◎各施設による個別面接・相談

◎施設見学（丹寿荘）
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